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令和６年度（2024 年度）第２回後志地域・職域連携推進連絡会 議事要旨 

日  時：令和 7年 3月 18 日(火)15：00～17：00 

開催方法：ハイブリット開催（会場：倶知安保健所会議室、WEB（Zoom）） 

出 席 者 ：会場６名、WEB15 名 合計 21名 

（詳細は別添出席者名簿のとおり。（古平商工会、倶知安町（押尾係長）及び岩内町は当日欠席） 
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1 開会及び挨拶 

野崎企画総務課長から挨拶 

 

2 情報提供「企業の健康づくりの取組について」及び意見交換「企業と地 

域の取組の検討」 

（１）健康経営の仕組みについて 

（スライド１） 

健康経営とは、従業員の健康管理を経営的な視点から考え実施する

ことです。 

健康経営の背景には、労働力人口の減少や高齢者社会の進展があり、

従業員へ健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生産性の向上等

の組織の活性化をもたらし、企業全体のパフォーマンス向上につなが

るとされています。 

（スライド２） 

経済産業省では、健康経営に関する各種顕彰制度として、平成 26 年

度から「健康経営銘柄」の選定、平成 28 年度には「健康経営優良法人

認定制度」を設立しています。 

特に優良な健康経営を実施している大企業や中小企業の法人を「見

える化」することで、従業員や求職者、関係企業や金融機関などから評

価を受けることができる環境を整備することを目的に設立されたそう

です。 

健康経営優良法人の認定には、大企業部門と中小企業部門があり、

部門の中でも、いくつかの認定に分かれています。 

認定を受けると、補助金申請時に加点等の優遇措置が受けられたり、

融資で優遇利率が適用されたりする仕組みもあるそうです。 

今回情報提供いただく、株式会社福津組さん、株式会社竹山建設さ

ん、茅沼建設工業株式会社さんにつきましては、従業員に対し、健康づ

くりの取組を行い、この健康経営優良法人に認定された経歴を持って

います。 

（スライド３） 

認定要件については、3.4 ページのとおりとなります。今回お話いた

だく企業は中小企業部門ですので、中小企業のページで説明します。 

具体的な取組としては、定期的な健康診断の実施やメンタルヘルス

対策、喫煙対策などがあり、各項目から決められた項目以上の取組が必
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要となっていますが、喫煙対策の受動喫煙対策に関する取組について

は、認定の必須要件となっていることや、健康経営の取組に対する評

価・改善についても必須要件となっており、実施した健康づくりの取組

について評価をし、改善に向けた対策を講じることも必要になってい

るということです。 

 

（１）について、質問・意見等（有・無） 

 

（２）企業の健康づくりの取組について 

－株式会社 福津組からの情報提供－ 

（スライド１） 

株式会社福津組の福津と申しますので、どうぞよろしくお願いいた

します。福津組の健康経営のご紹介に先立ちまして、簡単な自己紹介か

らさせていただきます。 

（スライド２） 

私、古平町出身の福津 宇基と申します。40 歳で４人家族で、６歳

の娘がおりまして、先週保育園の卒園式に参加してきまして、子どもの

成長と、保育園のありがたさに、とても感極まったところでした。３歳

の息子は、イヤイヤ期で結構大変なフェーズです。 

趣味に関しましては、今回健康経営ということでしたので、健康に

よった内容を記載させていただいております。最近サウナも好きで、友

達がやっている小樽にある朝里の「アーチ」というサウナがとても良い

サウナですので、皆さんももしサウナがお好きな方がいらっしゃいま

したら足をお運びいただければと思います。 

経歴ですが、前職で北海道電力に在籍しておりまして、北電では 11

年半勤めまして、2020 年にこの福津組に入社して今に至ります。 

これから具体的な健康経営の話をさせていただきますが、福津組の

健康経営は、健康経営優良法人の認定にもいくつか層があって、弊社は

一番底辺の健康経営優良法人認定というところです。 

更に上に行くとブライト 500、ネクストブライト 1000 という冠がつ

く様な、認定基準になるのですが、弊社は全然そういったところではご

ざいませんので、まだ優良企業認定法人という形での認定になってお

ります。 

ちなみに道内の中小企業で、優良企業認定法人は、674 社ございまし

て、その１社の取組として内容を聞いて頂ければと思います。 

（スライド３） 

弊社が健康経営を導入した背景と目的ですが、背景といたしまして

は、役職員の平均年齢が 57.6 歳と､2022 年当時の平均年齢ですが、非

常に高い年齢構成でございました。さらに新入社員の採用にもとても

苦慮しておりまして、私が 2020 年に入社した時に、自分よりも若い社

員が１人しかおらず、2021 年には私より若い社員が退職という話があ

りまして、2021 年以降は私が一番若かったのですが、その後、新卒や
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中途で採用もできていますので、今は一番若いということではござい

ません。 

健康経営導入の目的としましては、社員が健康的に活き活きと会社

生活を送っていただく事によって生産性を向上したいというところ。 

もうひとつは、ベテランスタッフが多く在籍していますので、その

方々に技術が偏ってしまっていますので、その方々がより長く健康的

に活躍していただけるような環境を整備する必要があるというところ

です。 

３番目としては、社員のエンゲージメントであったりモチベーショ

ンを向上することによって生産性を上げていきたいという目的で健康

経営を導入しております。 

（スライド４） 

健康経営の教科書的なお話にはなりますが、左の方のピラミッドを

ご覧いただきますと、個人で悩みを抱えてしまうと、後ろ向きな判断を

しがちになってしまいます。そうなっていくと、会社でミスが増えたり

だとか、早く人が辞めてしまったりとか、そういった負のスパイラルが

起こってしまいます。 

「悩み」の反対語が、「悟り」だったので、「悟り」と書かせていただ

きましたが、前向きな判断ができて、ミスが減らせて、長く勤められる

様な状態を維持出来るようにするために、身体的、精神的なアプローチ

をして環境整備をしていきましょうという取組でございます。 

（スライド５） 

灰色の方が顕在化している、一般的にアブセンティーズムと良く言

われますが、こういうことが起こっては最悪の事態です。水色の青い

方に書かれている状態の時からしっかりとアプローチしていくこと

で、改善していきましょう・アブセンティーズムにならないような形

にしていきましょうという取組になります。 

（スライド６） 

具体的に身体的アプローチとはなにかというと、これは一例ですが、

ラジオ体操をやったり、レクレーションをやったり、食事会をやった

りということが挙げられます。 

精神的アプローチとしましては、相談窓口を設けたり、悩みに応じ

たセミナーを開いたり、お金に対する不安だとかも抱えがちなところ

がありますので、そういったコンサルタントの機会を作ってあげたり

だとか、そういったアプローチの仕方があるのではないかと思ってお

ります。 

後ほど詳しくご説明しますが、弊社で最初に健康経営をするときに、

役員、職員全体に対してアンケートをとらせていただきました。 

（スライド７） 

そのときに、プレゼンティーイズムによる損失額の推計を一度試算

してみました。 

アンケートの質問の内容としては、心身の不調が無いときに発揮で
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きる仕事の出来を 100％としたときに、自分の過去４週間の仕事の評

価をしてみてくださいと。完璧にできるときが 100％、今の体調を鑑み

てどれくらいのパフォーマンスが出来ているのという質問ですね。そ

の質問の平均を出してみると 24％の、いわゆる生産性の低下が見られ

たというところなのです。 

仮で年収 360 万と入れさせていただきましたが、360 万で換算する

と１人あたりの損失が 86 万円になります。それが 46 人分となると､

360 万相当での試算ではありますが、4,000 万円相当の損失額になるこ

とがわかりました。 

こういった生産性の低下によって、これだけの損失をするくらいで

あれば、健康経営をしっかりと取り組んで生産性をあげていった方が

良いのではないかなというところで、弊社としては取り組んでおりま

す。 

（スライド８） 

これまでの健康経営の経過としましては、2021 年に健康経営をスタ

ートしようと決めまして、そこからスタートいたしました。2022 年か

ら４年連続で、なんとか健康経営優良企業に認定していただいている

状況でございます。 

（スライド９） 

ここで健康経営の年間のざっくりとしたスケジュールをご説明しま

す。 

まず４月に、アンケートを実施いたします。先ほどご説明させていた

だいたようなアンケートや色々なアンケートをして、結果が出るのが

５月になりますので、今、うちの社員はこういうストレスを抱えがちな

のだなとか、喫煙率はこんな感じなのだなとか、飲酒の習慣はこういう

感じなのだなとか、そういうところを現状把握するのが５月。 

それを踏まえて、次の健康経営の申請に当たって作戦を練るのが６

月～９月。９月～10 月ぐらいに申請の締め切りをむかえますので、申

請をしてから、プランに基づいて実際にアクションを起こす形になり

ます。 

それでまた３月に認定されれば、良かったねとなります。ただ、これ

までやったことに対する、アクションの検証もしていかなければなら

ないというように、こういった、PDCA を回しながら､年間を通じて取り

組んでいます。 

（スライド 10） 

ここでもう少し具体的なお話をさせていただきます。2021 年に健康

経営を始めたときに、まず一丁目一番地で、健康アンケートの実施をす

ることによって、現状把握をしなければなりません。 

（スライド 11） 

具体的にどんなアンケートをとったかというと、これはアンケート

の一例です。従業員の生活習慣に関する行動傾向、１ヶ月以内に健康づ

くりを始めたいと思っているだとか、もうすでに始めているだとか、回
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答していただいて、それを集計した結果となっております。 

（スライド 12） 

２つ目の質問は、あなたの会社の経営者は、従業員の健康づくりに関

して熱心だと思いますかだとか、あなたが健康的な社会生活を送るた

めに「生活習慣に気をつけて欲しい」という周囲の期待を感じますかだ

とか、そういった類いの質問があって、それに対してみなさんに回答し

ていただいております。 

（スライド 13） 

生活習慣において、健康を損なう可能性があることを知っていなが

らあえて行っていること、ついついやってしまう生活習慣はあります

か。はい、いいえで回答していただいています。こういった類いのアン

ケートを、年度初めに取らせて頂いて現状を把握しています。 

（スライド 14） 

2021 年に取り組んだ２つ目の内容としましては、社内 SNS の導入で

す。具体的にどんなものを使っているかといいますと、もしかしたらみ

なさん公務員の方々が多いと思いますので、例えばブラウザーを開い

たときに、イントラが自動的に開くような仕組みになっている企業も

あったりだとか、私は前職のときにそういう仕組みになっていたので

すけど、弊社もブラウザーを開いたら、会社の共有サイトが開くような

仕組みを構築しました。 

（スライド 15、16） 

この共有サイトを下にスクロールすると社長のコメントだったり、

安全スローガンだったり、会社でやっているインスタグラムを出して

います。 

（スライド 17） 

少し下にスクロールしていくと、“会話”というところがありまして、

ここが SNS にあたるところなのですけれども、これは私が掲載した内

容なのですが、地元古平町の地域おこし協力隊の方が、お祭りを盛り上

げようというクラウドファンディングをやって、クラウドファンディ

ングアワードに入選されましたので、みなさん投票お願いしますとい

う内容を社内に訴求しました。すべて表示を押すと更に具体的なもの

が見られます。 

（スライド 18、19） 

今お見せしたのは私の一例ですが、他の社員からも、新入社員が入

ってくるので、不要なものはありますか？とか、そういうものがあっ

たら譲ってくださいだとか、あとはこういう人たちが入社するのでみ

なさんよろしくねだとか、こういう情報だけでなくて、業務的な、いつ

いつに、なにがあるので、みなさんこういう用意をお願いしますみた

いな、そういったところも社内の SNS を活用しながらできる状態とな

っております。 

（スライド 20） 

３つ目としましては、役員、職員、全社員の健康診断を 2021 年から
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実施するようにしました。一部の方はずっと何年も前からやっている

方もいましたが、全く受けていない方もいまして、その中に糖尿病をお

持ちの方が１人、とても重要なポストの方だったのですけれども、今

は、通院しながら、療養しながら仕事をしているところだったのです

が、このときに健康診断を受けていなかったら、今、どうなっていたの

だろうと思うぐらい、ここで健康診断をやって良かったと感じており

ます。2021 年の主立った取組としてはこんなところです。 

（スライド 21、22） 

2022 年には、自動販売機に機能性表示食品を追加しました。これも

健康経営の取組の一つになると、健康経営アドバイザーの方に、アドバ

イス頂きましたので、これは、お金がかかるわけではないのでやってみ

ました。 

あとは禁煙外来の受診費用を会社として補助することとしました。

弊社は、喫煙率が当初 60％くらいで、喫煙率の高い会社だったのです

けれども、この禁煙外来の受診費用の補助という福利厚生をやったの

ですが、１件だけ活用してくれました。あまり浸透しなかったのです

が、なぜかこの３年くらいで 30％まで禁煙率が下がったという、不思

議な現象が起こっているような状況です。 

（スライド 23） 

2024 年は、アクサ生命のボイスレポートへの寄稿ということで（Ｑ

Ｒコードからアクセス）、弊社はアクサ生命に健康経営の監修をしてい

ただいておりまして、こういった外向きの情報発信をすることによっ

て健康経営の認定は、取りやすくなるということでしたので、こちらの

方も掲載させていただきました。スクロールしていくと、詳しく福津組

の健康経営の取組が掲載されておりますので、後ほどゆっくりご覧い

ただければと思います。 

また、2024 年の取組といたしましては、健康・医療・メンタルヘル

スの電話相談を専門家が 24 時間対応してくれるサービスも導入しまし

た。 

（スライド 24） 

先ほどの共有サイトの右側に、ショートカット集を設けていまして、

その中で、健康メンタル相談先というところがあります。 

（スライド 25） 

ここをクリックすると、電話相談窓口があるので、困りごとがあれ

ば、24 時間 365 日対応出来ますよ、という体制も整えました。 

（スライド 26、27） 

あともう一つ、2024 年に取り組んだ内容としましては、役員、職員

による「健康」をテーマとした情報提供メルマガの配信(輪番制)です

が、順番に毎月、１人ずつ、月頭に健康をテーマとした情報発信を、社

員全員に一斉メールをしてもらうような形を取っております。 

そのメルマガの一例ですが、ヨーグルトの健康効果を推している社

員のときのメールの内容です。こういったいい効果があるのですよと、
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このときは発信してもらっています。何が良いのかというと、こうい

う取組をすることによって、会話のきっかけにもなったり、今回はヨ

ーグルトの内容でしたけれども、また別の運動に対することを書いて

くれている方もいたりだとか、そういったところで、会話のきっかけ

にもなったりする、副次的な効果もあって、良かったなと感じており

ました。 

（スライド 28） 

主立ったところは以上ですが、先ほどボイスレポートにも掲載して

いることではあるのですけど、海の日前後くらいに、毎年、海浜清掃を

したりだとか、地元の神社のお祭りのお手伝いを、大昔から弊社で手が

けています。 

あとは２月に雪あかりを地元でやっていますので、そちらにも若手

社員中心にお手伝いしたりだとかしています。 

あとは、社内に運動器具を設置して、運動できるような状態を整えて

おります。 

このような活動を弊社としてはこれまで2021年から取り組んでまい

りました。 

（スライド 29） 

健康経営はどんな効果があったのかというところですが、採用実績

に関しましては、健康経営をやったから、採用に結ばれたという直接的

な結果ではないとは思ってはいるのですけど、会社のブライニングで、

健康経営、社員の健康に対しても気をつかっている会社ですよという

ところは、一応健康経営は取り組んでいますとマイナビだとかには掲

載させていただいておりますので、それが効いたのかどうかというと

ころはわかりませんが、ほぼ毎年、新卒もしくは中途が入ってきている

ような状況です。 

この４年で 15 名採用出来たというのは、田舎の建設会社の割には、

結構良い方なのかなと感じております。 

それでも､冒頭申し上げたように、平均年齢はまだまだ高止まってい

るので、若返りを図るべく、新卒もしくは若手の採用は、さらに力を入

れて行きたいと考えております。 

あとは先ほども申し上げたように、喫煙率が半分に低減しましたよ

というところと、糖尿病の方がいるということが判明して、今はしっか

りと、療養に向けてやっているというようなところです。 

（スライド 30） 

最後に健康経営を認定するまでの最短ルートということで、弊社は

健康経営アドバイザーと一緒に健康経営の取組をしています。そのア

ドバイザーというのがアクサ生命の営業の方です。 

この方と一緒にやることで何が良いのかといいますと、健康経営の

最新動向、トレンドをしっかりとキャッチできたり、相談であったり、

アドバイスをしていただいたり。あとは健康経営の申請の時期になる

と教えてくれて、その内容も、去年こういう内容までできたので、今年



8 

 

株式会社福津組 

福津代表取締役専務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

株式会社福津組 

福津代表取締役専務 

 

 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、こういうこともやってみましょうだとか､そういったところもアド

バイスしていただいております。 

健康経営の取組のサポートとして、電話相談窓口を、フリーダイヤ

ルですが、アクサ生命のサービスでやらせていただいております。あ

とは経営にかかわる相談もいろいろできたりするというところも、生

命保険会社と一緒に伴走するひとつのメリットかなと思っておりま

す。 

最後に、健康経営に認定されるということは、良いことではありま

すが、健康経営を認定されるためにやった取組も正直ありますが、そ

れよりも何よりも、働いている社員の生産性であったり、エンゲージ

メントとかモチベーションを高めていくことが一番大事なことなので

はないかと思いますので、今後もそういった所にこだわりながら､健康

経営の取組をさらに磨き込んでいこうかなと感じております。 

（スライド 31） 

最後に、福津組で毎年取り組んでおります、福津組の前のビーチクリ

ーン活動の集合写真です。私からの説明は以上とさせていただきます。

ご清聴ありがとうございました。 

 

（２）について、質問・意見等（ 有・無 ） 

 

喫煙率がすごく下がったお話について、福津組さんでとらえている従

業員の健康の課題は、喫煙率の他にありますか。 

 

喫煙率の目指すところは 25％で、まだ未達成なのです。なので、そこ

はさらに磨き込んで行かないとならないと思ってはおります。あとは、飲

酒率も高めなので、その辺の情報配信だとか、そういった機会も作って行

けたらと感じております。 

 

（３）企業の健康づくりの取組について 

－株式会社竹山建設－からの情報提供 

株式会社竹山建設の取締役の松田と申します。本日はよろしくお願

いいたします。 

私が株式会社竹山建設に入社して 54 年になります。自分が年を取る

につれ、従業員の健康が大変気になるようになりました。 

自分の健康は、週１～２回筋トレに行ったり、愛犬と小学生の孫と

一緒に朝、散歩がてら学校までいつも一緒に行っています。それがとて

も気持ち的にも、健康的も良いなと思ってやっております。 

今、福津組さん大変詳しくとてもわかりやすい説明でしたけれども、

私はちょっと簡単で申し訳ないのですけれど、健康づくりの取り組み

を実施しようとしたきっかけなのですが、2018 年にうちの取締役が当

社に入社して、前職は大手企業だったのですけれど、前職の会社でもや

っていたので、うちもやってみたらということがきっかけでやりまし
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株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ 

島牧村 

小倉主査 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 

 

 

島牧村 

小倉主査 

 

 

た。2019 年に健康事業所宣言をいただきました。 

これまでに実施した健康づくりの取組は、2018 年にトラック協会の

補助金で血圧計を購入したのですけれど、従業員に来てもらって、毎回

血圧を測定して、紙でデータが出てきますので、それをその度に血圧測

定表に貼りつけてもらっています。 

あとは、2020 年に歯科健診で､歯周病健診に行かせました。 

それと、従業員の一人がたばこを止められるのであれば禁煙外来に

行きたいと言ったので、禁煙外来に行かせました。喫煙者は、60％ぐら

いおりまして、なかなか止められないのですよね。それで、これから喫

煙外来の方にも力を入れてやっていきたいなとは思っております。 

あと、健康づくりの取組をしたことによる従業員への効果ですけれ

ども、血圧のデータを長年取っていて、１人の人は 165～200 位あった

血圧が、病院へ行くよう指導しまして、薬を飲んだ結果、今は 138～145

と安定しています。当社は冬期間、早朝除雪に入りますので、血圧関係

は大変心配であったことの１つでした。 

まだ、やり始めてそんな回数ではないのですけれども、その他に従

業員の糖尿病とかもありますので、健康が気になる従業員が何人かい

ます。年齢も５０代に入ってくると、コレステロールとか、中性脂肪が

高くなってきて、やはり運転手は、運動不足になるのですよね。それは

１日いっぱい車に乗っているから、何か良い方法があればなとは考え

てはいます。 

一応、歯周病とか、たばこ外来だとか、そんなことぐらいしかまだや

っていないような状態ですね。 

福津組さんの取組が大変参考になったので、お手本にもしたいなと

思っております。以上です。ありがとうございました。 

 

（３）について、質問・意見等（ 有・無 ） 

 

取組の中で歯周病に関する事というお話があったのですけれども、具

体的には、どのような事をされているのでしょうか。歯科健診でしょう

か。 

 

そうですね、歯科健診に従業員皆行かせて、そのあとは、本人達がそれ

ぞれ悪いところがあったら治すようにしています。最近､取ったアンケー

トには、たいてい症状が出てから行くという感じなのですよね。定期的に

行くようにした方がいいのでしょうけど、痛みが出てから行くという人

が多かったです。 

 

ありがとうございます。その歯科健診の費用というのは、会社の方で補

助などをされているということですか。 
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株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

質問２ 

倶知安町 

條々保健師 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

倶知安町 

條々保健師 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 

 

 

倶知安町 

條々保健師 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 

 

倶知安町 

條々保健師 

 

 

 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

 はい、会社で補助しました。 

 

 

  情報を色々教えていただきありがとうございました。 

歯科健診、歯周病健診を導入された理由はありますか。 

 

 

歯から色々な病気になるという話を聞いたことがあって、全員の歯科

健診をやってみようかということがきっかけです。 

 

生活習慣病と歯周病の関連があるとは確かにいわれているので、そこ

に着目されたのは、素晴らしいなと思ったのでお聞きしました。 

あともう１つ、運動不足が課題だとおっしゃっていて、先ほどの福津組

さんは、ラジオ体操を導入されたというお話がありましたが、竹山建設さ

んとして、例えば皆さんでできそうな時間帯があるとか、個人でやれたら

メリットを伝えながら、何か特典があるようにするだとか、そのようなこ

とができそうな素地というのか、会社の取組として何かできそうなこと

はないですか。 

 

全員が揃ってやることは、なかなか難しいですけれども、ちょっと話し

た中では、雪の無いときは、自宅から歩いてきてもらって、歩数のデータ

を取るとかそういうのもあるねとか、とにかく運動不足なので、なにかあ

ればなと思っています。朝のラジオ体操はバラバラにやろうと思えばや

れるのですけど、その辺も良いですよね。 

 

  ありがとうございます。その歩数の事もそうですが、会社の方々、従業

員の方々とそういうコミュミケーションが取れていたりしますか。 

 

冗談で言ったことはありますね。もうおなかが出てきたとか、糖尿が１

人いるし、ほんとうに運動しなきゃダメなんだよと。食事も朝抜いたり、

朝昼晩、同じ時間に食べるのが一番良いと聞いたので、糖尿を持っている

人がいるので、歩かなきゃダメだねという話はしました。 

 

ありがとうございます。参考になりました。 

また、倶知安町としても皆さんの、健康管理のお手伝いを何かしらの形

でできればと思いましたので、その時には、是非ともお声がけさせていた

だくなり、ご協力をさせていただければなと思いますので、今後ともよろ

しくお願いいたします。 

 

まだちょっとなかなか何をやって良いのか、みなさんの取組を参考に

してみたいなと思っております。 
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質問３ 

事務局 

殿村主査 

 

 

後志医師会 

山田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さきほど歯科のことが話題になっていましたが、本日、後志歯科医師会

の山田先生にご出席いただいていますけれども、歯科医師会さんの方で

企業さんの歯科健診サポートとか、そういったことは管内でどのくらい

取り組まれているものか、山田先生いかがでしょうか。 

 

歯科健診についてですが、北海道歯科医師会と企業の保険健康組合の

間で契約を結んで、北海道歯科医師会の会員の歯科医院で、無料の歯科健

診を受けることができるのですけれども、企業というか事業所歯科健診

ということなのですが、このことに関しましては、北海道歯科医師会と各

企業の保険健康組合との契約によって行っていることですね。 

あとは、個人的に歯科健診をして欲しいということで来院されれば、そ

れはそれに対応して健診は行いますけれども、一応、北海道歯科医師会と

の契約をすることによって、会員のところで、歯科健診を受けるというこ

とは、今、行っております。 

北海道歯科医師会のホームページを見ていただくと、事業所歯科健診

についてという項目がありますので、一度、興味のある方は見ていただけ

ればと思います。 

 

（４）企業の健康づくりの取組について 

－茅沼建設工業株式会社の情報提供－ 

茅沼建設さんは岩内保健所の管内で健康経営優良法人を認定されてい

たことがありましたので、聞き取りを行いました。本日、出席して頂きた

かったのですが、日程の都合が合わずご出席がかなわなかったので、私の

方から聞き取り内容を共有させて頂きます。 

茅沼建設さんについてですが、会社概要としては、土木、除雪工事など

を主体に運営されています。場所については、泊村に事業所がございま

す。平成 30 年３月に健康事業所宣言を受けられており、2021～2023 年ま

で健康経営優良法人に認定されています。 

職員数は、約 30 名。ホームページから情報を引っ張ってきましたが、

小学校の体験学習に協力なさっていまして地域貢献にも、かなり積極的

に取り組まれている企業さんです。 

聞き取り内容のまず１つ目の健康づくりの取組を実施しようとしたき

っかけですが、職員さんが食道がんになってしまい､闘病の末に亡くなっ

てしまったという出来事がきっかけに、職員の健康管理について、重要性

を感じるようになったとのことです。 

健康経営優良法人の認定期間中は、コロナ禍で仕事が落ち着いていま

したので、申請を受けようと思ったということでした。 

２つ目の、これまで実施した健康づくりの取組というところでは、健康

診断を年２回実施しており、こちらについては、会社の提案では無く､職

員さんからの希望で実施することにしたそうです。やはり季節によって

業務形態が変わることから、定期的に従業員の健康管理を行った方が良

いと考え実施に至ったそうです。 
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事務局 

岡管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他には、時間給が取れるように福利厚生に配慮したり、運動の機会を確

保するために、健康器具を事業所内に配置したりしています。あと、月 1

回の食事会の中で、健康食品を配布するなど、様々な取組をしています。 

先ほども喫煙率のことが出ていましたが、茅沼さん 60％はなかったの

ですが、30％ぐらいあるということで、喫煙率を低下させたいという思い

から、社長が独自に、アンケート調査をつくり、それを実施されていて、

回収も社長が行っていると聞いています。 

続いて（３）の健康づくりの取組をしたことによる会社経営や従業員へ

の効果ですが、健康に気をつける職員が増えてきたとおっしゃっていま

した。 

雇用の募集要項などに健康経営優良法人を記載できることは､メリッ

トなのですが、子育てサポートの企業として認定される制度の「くるみ

ん」や女性の活躍を推進した企業として認定される「えるぼし」なども記

載の条件に入っていますので、健康経営優良法人単独で、認定されて良か

ったということはあまりないと、率直なご意見も頂きました。 

続いて（４）の行政の介入についてですが、働いている従業員の大半が、

泊の村民ではないので、役場の方にお願いするのは忍ないという御意見

をいただいておりまして、岩宇地区や後志全体の取組で実施してもらえ

たらうれしいとの発言があったので、保健所の方でも何か考えるか、町の

皆さんのご協力を頂いて何かできればいいなと雑駁ですが考えていま

す。 

 

（５）意見交換「企業と地域の取組の検討」 

管内の企業さんから健康づくりの取り組みについて、情報提供いた

だいたところです。 

皆様ご存知のとおり働く世代は、仕事中心の生活で健康への配慮が

二の次になってしまいがちですが、ちょうど生活習慣病のリスクが高

まる世代でもあります。そのため、個人が健康への意識改革だったり、

行動変容をしてもらうことが一番の目的ではありますが、そのために

は、そこに勤めている企業さんからの職員に対する情報提供が、非常に

重要になってくることかと思います。 

ここからは、参加されている皆さんの方から企業さんとの関わりな

どについて、いろいろ伺って行こうと思っていますので、皆さん積極的

なご参加をどうぞよろしくお願いいたします。 

まず、企業さんと健康づくりの取組などを行っている、構成団体さ

んがいましたら教えていただきたかったのですけど、何かやっている

というところがございましたら教えてください。 

 

では、こちらから指定させていただこうと思うのですけれども、蘭

越町さんは企業さんに向けた健康教育をしているとお聞きしたことが

あるのですけど、とのようなことを行っていますでしょうか。 
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事務局 

岡管理栄養士 

 

 

蘭越町 

山口係長 

 

 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

 

 

今、手元に資料がないので詳しいところはお伝えできない部分もあ

るのですけど、事業所向けの健康教育の取組を実施しておりまして、だ

いたい３～４年くらい経過する時期です。 

内容としましては、まず、町内の事業所に、健康教育を私達の方で出

向いて実施しますと周知をさせていただきまして、ある程度テーマを

３～４種類くらいこちらの方でご用意して、かつ事業者側のご要望に

も応じて講話を行うというものになっています。 

講話に出向く職員については、保健師、管理栄養士､健康運動指導士

の３職種おりますので、ご要望に応じて３職種同時に同じ会で実施す

ることもありますし、今年度については、同じ事業所でミニ講話という

形で、初回は保健師、２回目が管理栄養士、３回目が健康運動指導士と

いうことで、例えば７月であれば熱中症についてとか、体を動かすこと

についてとか、季節に応じて事業所の方と調整しながら、テーマを決め

て実施しました。 

あとデータ受領ということで、返信のデータに同意を得られた事業

所については、データ受領をさせていただいて、データ受領の内容は、

事業所ごとに従業員の健康課題も異なってきますので、データ受領の

データを元に、次年度の健康教育のテーマの中に課題を盛り込んだり

ということで講話をさせていただきました。 

課題としては、町内の事業所 20 カ所ぐらいに周知させていただいて

いますが、割と声をかけてくださる事業所が固定しているということ

がございまして、今後はより幅広く活動の場を広げていきたいなとい

うところと、これまで関わりを持てなかった世代の方々なので、健診と

か普段の私達の業務となると、高齢者や国保の方に限られていました

ので、事業所の出向く活動というのは、今後も続けて行きたいと考えて

います。 

 

ありがとうございます。事業所に出向いてということでしたが、事

業所に出向いて周知をして、そこから声をかけてくださったところに

講話をしに行くという流れですか。 

 

そうですね、まずは周知をするのですけど、周知の方法も、郵送の場

合と、年度によってですが、直接、事業所に出向いて、私たちこのよう

な活動していますので、是非呼んでくださいということで、声かけをさ

せていただく年がございまして、その後、町の方にご依頼が入って、そ

れに対して応じていくというような流れです。 

 

企業さんに出向くときは、選定の仕方というか、今回はこの企業に

しようというように決めている理由などはあったりするのでしょう

か。 
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蘭越町 

山口係長 

 

 

 

 

 

事務局 

殿村主査 

 

 

 

 

 

蘭越町 

山口係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

殿村主査 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

 

 

小樽市 

横尾主査 

 

 

私たちとしては特に、この事業所というふうに限っていることはご

ざいませんので、町内の全事業所に周知はさせていただくのですが、ご

要望のあがってくる事業者が、今は限られているということがありま

すので、周知不足なのか、今後どのように広めていくのが効果的なのか

も、逆に皆さんからご助言とかいただけたら大変助かるなと考えてい

ます。 

 

町としては、こういう取組をやっていますよと周知されて、大体固

定化されているけれども、事業所さんから依頼が来る。おそらくです

が、事業所さんの立場としては、安全大会とか、企業としても取り組ま

なければならない行事があって、そのときに来ていただくというよう

な、お互い抱き合わせて、物事が進んでいるのかとか、そういう所でご

存知な点がありましたら教えていただきたいのですけれども。 

 

おそらくという話しかできないのですが、今、毎年呼んでくださっ

ている事業所につきましては、どうやら健康に関する取り組みを､年に

何回か実施するということを事業所として何か必須の取組として行わ

れているようだったのですよね。それがどういう根拠に基づいたもの

なのかというのは、私たちの方では把握できていないのですけれども、

私たちも事業所に出向いて働く世代の方にお伝えしたいですし、事業

所側も企業として、そういった取組をしているのだということが、おそ

らくメリットになっている。先ほどの優良法人ということではないか

と思うのですけれど、事業所として良い取り組みをしてますよという

ところは、事業所として行っていきたいという思いがあるのだなとい

うのは、こちらには伝わってきます。詳しいことは確認していないので

申し訳ないのですけれど。こういった取り組みをしていますというこ

とを、どこか事業所の団体に提出しても良いかと聞かれたことがあり

ましたので、お互い Win-Win の部分は恐らくあるのかなという認識で

はあります。 

 

ありがとうございました。お互いに求めているものが合致したら、

どんどん広がっていくのかなと思ってお話を伺っていました。 

 

小樽市保健所さんで小樽市の方で独自で企業さんと健康契約みたい

なのを交わしているということで、前の地域・職域の連絡会でお聞きし

たことがあったと思うのですけれども、何か取り組みされていること

は、ありますか。 

 

コロナ禍のときは、健康経営について、企業さんからお話ししても

らったことがあったのですけど、そのときアクサ生命さんと一緒にさ

せていただいたことがあるのですが、令和５年、６年は特に何もできて

おりませんで、今はそんな状況です。 
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事務局 

岡管理栄養士 

 

 

倶知安町 

佐々木保健師 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

株式会社竹山建設 

松田取締役 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

倶知安町 

佐々木保健師 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

 

古平町 

平田係長 

ありがとうございます。 

倶知安町さんの方で、企業さん向け、住民さん向けの講習会などは

行っていますか。 

 

この会議をきっかけに、商工会議所の小山内さんと繋がりができて、

こういう内容で、健康相談出来ますよという内容のチラシを配ってと

いうことが、去年あったかなというところでした。 

 

繋がりを持って、ちょっとずつ取り組んでいこうかなということで

すね。ありがとうございます。 

 

竹山建設の松田さんにご質問なのですが、倶知安町さんの方で、健

康教育しますよというお声がけがあったらどうでしょうか。 

 

倶知安町の方から声かけがあったら、従業員に声をかけて、聞いて

みたいですね。 

 

繋がりができたらいいかなと思いました。ありがとうございます。

それでは、皆さんの取り組みが聞けたかなというところで、次に進めて

いきます。 

働く世代の介入ということで、町村の皆さんにはあまり関わりがな

かったり、そういう部分があるとは思うのですが、働く世代の介入につ

いて課題というか、こういうことがあればもっと介入できるとか、今後

取り組んでみたいこととかありましたら、教えていただきたいのです

けれども。 

ちなみに倶知安町さんいかがでしょうか。 

 

うちの町村でも立てているデータヘルス計画の中でも、倶知安町は

高血圧の方が多いところが一番の課題かと思っていますが、なかなか

そこを働き世代の方々にどうやって介入したら良いかという機会がな

かなか設けられなかったりですとか、うちの町で家庭訪問をさせてい

ただくこともあるのですけど、やっぱり働いている方たちの時間帯と、

私たちが活動している時間で、お会いできない時間が多くて、（･･･聞

き取りできず）そういった場面とかでお会いできると、課題とかをお話

できて少し見えてきたらいいなと思っています。 

 

ありがとうございます。繋がりを企業さんと持てたら良いと思いま

した。 

古平町さんはどうでしょうか。 

 

はい、保健師の方で企業向けの健康教育の講話をしたがっているよ

うです。どのような形で進めて行けば良いのかというところを悩んで
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岡管理栄養士 

 

 

古平町 

平田係長 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

古平町 

平田係長 

 

 

事務局 

岡管理栄養士 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

 

 

 

 

倶知安商工会議所 

小山内主事 

 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

倶知安商工会議所 

小山内主事 

 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

倶知安商工会議所 

小山内主事 

いるようで、蘭越町さんの意見は大変参考になりました。 

 

ありがとうございます。健康教育はどのくらいの頻度でやられてい

るのでしょうか。 

 

今現在は、全然やっていないのですけど、企業向けに健康教育､健康

に関しての情報提供なども、今後、展開していきたいと考えているとこ

ろでした。 

 

はい、ありがとうございます。企業さんから応募というか、お声がけ

とかありますか。 

 

今はまだ、全くないのですが、こういったことができますと声をか

けた場合にどこまで企業さんが講話してほしいというご意見をくれる

かなというところは、気になりますね。 

 

今は、まだ、周知段階ってところなのですね。分かりました。ありが

とうございます。 

 

続いて、職域保健の皆様にご質問させていただきます。 

企業の方と関わることがかなり多いと思うのですが、健康経営その

ものの普及というのは、行っているのか、正直なところ気になっていま

して、健康経営はこういうものとか、健康事業所宣言とか、健康経営優

良法人ありますよというような周知はやっていらっしゃるのかを聞き

たかったので、倶知安商工会議所の小山内さんよろしいですか。 

 

行っていないですね。残念ながら。 

なので、倶知安町さんなどからの何か依頼があったらご協力するく

らいのことしか。 

 

ということは、企業さんに、健康事業所宣言というものがあるよと

いう周知はされていないという事ですね。 

 

していないですね。 

振興局さんの方から、健康以外のことでも周知依頼がありますので、

ホームページに載せさせていただくとかは可能かと思います。 

 

例えばうちで、健康セミナーを事業者さん向けにやりますと言った

ら周知をしていただくことは可能ということなのですね。 

 

うちのホームページに掲載することは、可能です。 
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事務局 

秋元管理栄養士 

 

 

商工労働観光課 

松井課長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

商工会議所 

松井課長 

 

 

 

 

事務局 

秋元管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京極町 

貞村係長 

 

 

 

分かりました。ありがとうございます。続いて、商工労働観光課で

は、企業さんとはかなりやりとりしていると思いますが、そういった啓

発だとかはなさっていますか。 

 

直接的に健康経営で企業とやりとりすることはないのですけれど

も、健康経営等の中にある、生産性の向上というところは、我々も企業

さんに向けて周知とか、セミナーの中で、取り組んだりしています。 

機械化導入とか今のところはメインですが、福津組さんの話はすご

く参考になりまして、何か前向きな雰囲気を作られているなと感じま

して、それがきっと定着率に繋がったり、採用力の向上にも繋がってい

るのだなと、非常に参考になりましたので、セミナーの場とかでそうい

ったことも、少し案内とかできたら良いなと思いました。 

 

ありがとうございました。職員さんの定着率にシフトして、そちら

のほうをカバーして、というか支援してくださるということですね。 

 

そうですね、前向きなところで、生産性向上にもなりますし、定着率

の向上にも繋がると思いますので、そこは、参考になります。もし周知

とか、私達の方でも会議所さんとか、商工会さんとか、直接企業さんに

ご連絡することもあるので、何かできることはやりたいなと思いまし

た。 

 

ありがとうございます。続いて 4点目の質問に移ります。 

行政側とか、課題を共有して頂いていたところですが、そういった

課題を解決するためにも､何を行ったら良いかとか､そういった案とい

うかご意見がありましたら、伺いたいのですけれども、どなたかご発言

いただける方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

行政と事業所とか、企業さん、団体が連携するためには、それぞれの

取り組みを理解する事が必要かなと思っていて､企業側が抱える健康

課題や問題を把握して、ニーズを確認することが、必要だと思っていま

す。 

そのニーズを確認したうえで、手を取り合う必要があるのかなと私

たちは考えていまして、来年度に地域・職域連携推進連絡会において、

企業向けにアンケート調査をできればと考えておりますが、皆さんい

かがでしょうか。賛成いただけますでしょうか。 

 

今、京極町では、健康増進計画を月末に公表するのに向けて作って

いると、その自治体の国保加入率にもよると思うのですが、正直、国保

のデータを持ってどう町全体の計画を作るか。うちは町全体のアンケ

ートを取ったので、一応、カバーはできるのかなと思っているのですけ

れど、蘭越町さんのように企業、事業所Ａにアタックしていけばいい話
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なのです、簡単にいうと。ですが、立てば保健師数か少なかったり、や

ることが増えていく中でどうしても後手、後手になっているなと課題

を感じていたところでした。 

保健所とかでやってくださるというか、特に思っていたのは、町で

も行こうと思えばやれるのですが、事業者とか企業側って、どれくらい

の情報が入っているのだろうという、温度感、熱量の差って、どうなっ

ているのかなというのが一番の課題だなと思っていたところでした。 

事業所に行って、「いやいや、職員の健康づくりは、個人の問題でし

ょ。」となってしまったところだと、今後その企業さんとの関係づくり

を、どうその後リカバリーしていけばいいのかなというところで。 

今回は、建設関係の事業所さんが多かったですが、例えば、建協のほ

うから何か通知が降りているのかとか、保険者、例えば建設国保さんと

かから情報が行っているのか、それとも振興局とかから情報が行って

いるのかとか、健康づくりに関してですね。そういうところが、保健部

門にいると全く分からなくて、二の足を踏んでいるうちに、また年度が

過ぎてしまうというところがあったので、すごくありがたい提案だな

と思い聞いていました。 

 

ありがとうございます。 

やはり、企業の方は、働き盛りの方が多いので、企業さんと手を取り合

いながら、何かできたらなと思います。 

今、貞村係長から意見もいただきましたので、アンケート調査の方を進

めていきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

以上で意見交換の方は、終了させていただきます。ご協力いただきあり

がとうございました。 

 

（６）その他 

①健康づくり対策の実施状況について 

本連絡会の開催に当たりまして事前にご協力いただきました、「後志圏

域健康づくり事業行動計画」取組状況調査の結果を一部、報告いたしま

す。 

（スライド１） 

まずは、今回、大きく調査方法を変更したことで、皆様には大変ご面倒

をおかけしましたが、どちらの機関、団体におかれましても、ご協力いた

だきありがとうございました。 

（スライド２） 

では、本調査の目的から振り返ります。 

北海道の健康増進計画を地域で推進するために、二次医療圏域ごとに

作成されているのが圏域の健康づくり事業行動計画となりますが、当圏

域におきましても、昨年 10 月に新たな計画を策定したところです。 

本連絡会は、当該計画推進の一環として、働き盛りの中高年の健康度を

上げることを目的に設置しておりまして、地域における健康づくりの取
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組を推進するための方策を検討する場となっておりますことから、これ

までも管内関係機関及び団体における取組状況を確認、共有し、圏域行動

計画の評価資料として情報を活用して参りました。 

（スライド３） 

行動計画は 14 領域にわたりますが、各領域には道計画に掲げる目標を

据えております。その据えたものに圏域としては、これにぶら下がる主な

取組ごとに、関係機関や団体の役割を整理しております。 

（スライド４） 

取組の確認方法ですが、今回の調査から主に主体として「◎」が入って

いる取組に関して、取組状況を実施していれば「○」、実施していなけれ

ば「×」、実施検討中であれば「△」で記載していただきました。 

加えまして、具体的な事業名を記載いただき、その取組の優先度と有効

性についても３段階で入力をいただきました。 

（スライド５） 

といいますのも、これまで領域ごとの主な取組をざっくり丸めた表現

で、実施していれば「○」というような形で確認させていただきまして、

事業内容の実施率を見てきましたが、取組の有無に事業の優先度と有効

性の情報を追加することで、優先度に対して有効性が低い場合には、事業

の改善の余地があるのではないか？ですとか、有効性に対して優先度が

低ければ、事業に取り組みやすい体制を検討する必要性があるのではな

いか？というように、より奥行きのある検討や評価が可能になると考え

ております。 

（スライド６） 

後志圏域の重点目標は、食環境整備の推進、運動量の維持や運動機会の

確保、受動喫煙防止対策、がん検診、特定健診・特定保健指導受診率の向

上の５つになりますので、本日はこれらについて、結果を報告いたしま

す。 

（スライド７） 

まずは市町村における栄養・食生活の取組についてです。 

①が適切な食事に関する周知、啓発、②が望ましい食生活に関する栄養

相談、料理教室ですが、この２つを比較しますと、周知、啓発よりも相談

や教室事業、対面の部分ですね。より人と人が接する部分の多い事業の方

が優先度が高くかつ有効性も高いと回答が得られています。 

青丸は取組を実施していないと回答した市町村さんの結果となります

が、左下の隅の方に入っていますけれど、ここは栄養士の配置がない町村

でした。周知、啓発であれば、何かしらの効果的な媒体があることで、栄

養士が未配置であっても新たな取組につながることも考えられるかと思

います。 

重点目標であります食環境整備としては、北海道ヘルスサポートレス

トランの登録推進があります。当該事業は、市町村の皆様は主体ではな

く、連携・協働の「○」にしているのですけれども、保健所といたしまし

ては今後、健康日本 21 の方でも環境整備が盛り込まれていますので、お
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互い連携を深めていけたらと考えているところです。 

（スライド８） 

次に、職域と団体です。職域では周知、啓発として、商工会議所さんに

よる事業所へのリーフレット郵送やチラシの配布が実施されていまし

た。団体では、ポスター掲示やリーフレット等の配置が行われ、栄養相談、

料理教室に関しては、調理講習会が、これは栄養士会の取組でしたが開催

されていました。 

（スライド９） 

市町村の身体活動・運動です。 

こちらも栄養・食生活と同様に、周知、啓発以上に健康教育や学習会な

どの優先度や有効性が高いと回答した市町村が多くなっています。 

重点目標と重なる運動しやすい環境の整備は実施していない青丸がま

だ多くあるような状況でした。 

（スライド 10） 

職域と団体については、身体活動・運動に関する取組は少ないながら

も、実施されているところもありますので、関連する情報を共有すること

で取組が広がる可能性もあるのかなと考えております。 

（スライド 11） 

市町村の喫煙になります。受動喫煙防止に関する環境整備に関しては、

道において「北海道のきれいな空気の施設」登録事業を実施しております

が、実施していない青丸がいくつかございますので、市町村ですでに公共

施設などで取組が進んでいることがありますので、実施している取組と

連携していくことが今後の課題であると考えているところです。 

（スライド 12） 

職域と団体の普及啓発や環境整備についてはご覧のとおりです。 

喫煙率の高い本道では、受動喫煙防止の取組は非常に重要であると考

えていますので、優先度を上げていただけるような働きかけも必要であ

ると感じたところです。 

（スライド 13） 

市町村のがんです。がん検診の要精検者や精検未受診者への受診勧奨、

がん検診の受診勧奨は、すべての市町村が当然実施しているという回答

だったのですけれども、優先度が高い傾向となっています。 

（スライド 14） 

職域についてですが、商工会議所さんによる事業所へのリーフレット

郵送、チラシの回覧により、各種がん検診の受診勧奨が行われておりまし

た。 

団体の方ではポスター配布や掲示によるがん検診の受診勧奨に取り組

まれておりました。 

（スライド 15） 

循環器病と糖尿病の領域になりますが、特定健診・特定保健指導に関連

する取組が掲載されていますが、がん検診同様、優先度も有効性も比較的

高い状況にあります。 
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先ほどのがん検診の受診勧奨にもありましたが、優先度が高いけれど

も有効性が低いところに○が入っているところがあるので、取組の効果

をあげていくような工夫を地域で共有していく、有効性が高い取組もあ

りますので、そういったところを横展開していく情報共有が重要である

と考えています。 

（スライド 16） 

職域については、さきほどのがん検診と同じように、事業所へのリーフ

レット郵送、チラシの回覧などにより健診の受診勧奨が行われています。 

（スライド 17） 

団体については、ご覧のとおりです。 

（スライド 18） 

最後に、重点目標ではありませんが、歯・口腔の取組について報告いた

します。 

市町村では健康相談、各種教室や学習会の優先度や有効性が高いとし

て、取組が行われている状況です。 

また、成人歯科健診・保健指導に関しては、黄色の実施検討中としてい

る町村が２つございました。 

（スライド 19） 

職域ではまだ取組がありませんが、市町村における成人歯科・保健指導

と連携した取組につながることが期待されるところです。 

団体の方では、先ほど歯科医師会の山田先生にもお話伺いましたが、後

志歯科医師会さんになりますが、北海道歯科医師会と提携している企業、

市町村、学校等で歯科健診を行っていると記載いただいています。 

（スライド 20） 

取組状況については以上となりますが、今年度から新たな北海道健康

増進計画のもと、道では地域の先駆的事例を収集しまして、その事例が全

道共有されることとなりました。 

うちのこの事業こそはというものがございましたら是非、事例提供い

ただきたいのですけれども、全道に向けて発信いただける事業はござい

ますでしょうか。今回は初回ということで、いただいた調査票から個別に

相談をさせていただくこともあろうかと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 

②掲示板について 

前回の連絡会で、構成機関同士の取組を発信できるような掲示板を作

成して欲しいというご要望があがりました。倶知安保健所のホームペー

ジに地域・職域連携推進連絡会議事録などを載せているページがあるの

ですけれども、そこのページに掲示板を作成しようと考えています。 

こちらはまだ案の段階ではございますが、「イベント等のお知らせ」と

いう見出しで、紹介のページをクリックしますと別のページに飛びまし

て、各構成機関の研修会やイベントなど、周知したいことがありましたら

うちの方に情報をいただければ、ここから発信しようかなと考えており
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ます。 

随時受け付けしようと思っていますので、イベント等が終わりました

らこちらで随時削除させていただきます。 

ホームページが完成しましたら、追ってご連絡いたしますので、イベン

ト等についてお寄せいただければと思います。よろしくお願いします。 

 

③北海道のきれいな空気の施設について 

続いて、北海道のきれいな空気の施設についてご紹介します。 

道では、屋内禁煙の施設を対象に、北海道のきれいな空気の施設という

事業を行っています。 

飲食店を除く第二種施設と呼ばれる施設が対象となっておりまして、

施設区分は、体育館やドラックストア、道の駅、商工会なども対象になっ

ております。 

登録いただくと、道オリジナルのステッカーの発行や、道のホームペー

ジで施設の紹介を行っています。 

チラシにも URL 載っていますので、もしよければご覧いただきたいの

と、会議の際や関わりのある事業所さんなどにも周知をお願いしたいと

思っております。倶知安保健所のホームページにも載っております。ご不

明な点があれば、事務局までお問い合わせください。 

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

（６）その他について、質問・意見等（ 有・無 ） 

 


